青明舎　　フェイスシート

平成21年8月10日　担当：福士　一

	登　録　者
	氏　名　　　松澤　智則　様　　　　　　　　　　男・女　　　　昭和46年12月9日生（37歳）

	
	〒031－0846　　電話　青森県八戸市鮫町松苗場2－29　　電話：0178－31－0684

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	23歳時
	罹 患 期 間
	約13年

	
	入院回数
	3回
	延べ入院年数
	2年4ヶ月

	医療機関
	松平病院（主治医：松平Dr）
	外来受診日
	月に1回（金曜日）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無


	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	精神保健福祉手帳

2級

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級　（6.7万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　貝塚（職場実習先）、自宅

	住まいの場
	　自宅

	利用年月日
	平成19年3月
	身長
	175cm
	体重
	90kg

	最終学歴
	仙台市内専門学校　中退
	免許・資格
	普通自動車免許

	職　歴
	事業所先
	仕事の内容
	期間
	退職理由

	
	1 ハシブン
	靴の販売
	3ヶ月
	解雇

	
	2 共同物流
	食品の仕分け
	6ヶ月
	退職

	
	3 見心園
	老人ホームの介助補助
	
	入院したため

	
	4 茶居花
	接客・レジ等
	約4年間
	職場の担当者が代わり仕事が出来なくなった

	保　護　者
	氏　名　松澤　貞男　様　　　　　　　　　続柄　父　（同居　・否）

	利用目的

・就職出来るように支援してほしい

	入院・治療歴　

①　松平病院　入院　8ヶ月

②　　　〃　　　　　4ヶ月

③　　　〃　　　　1年4ヶ月

	生活歴

八戸市にて出世。小中高と市内の学校を卒業。高校卒業後、仙台市内の専門学校に入学しているが勉強についていけづ一年夏頃に中退、その後は八戸市内で靴の販売員、配送センターの仕分け作業に従事。23歳の頃、妄想等（歌手の歌っている歌詞が自分の考えと同じであり盗聴されている、人をﾊﾞｶにしている）が出現したことから、平成7年夏頃、松平病院精神科を受診し、統合失調症と診断される。その後、8ヶ月間入院している。退院後は小規模通所授産施設「大輪」に約5年間通所。大輪の利用期間中に2度の入院と見心園でのアルバイト経験がある。人間関係の不調で大輪を退所後、3ヶ月間松平病院のデイケアを利用している。その後、松平病院に併設する茶居花で接客やレジ等のアルバイトを4年間行う。しかし、信頼していた現場担当者が代わったことで以前のように仕事が出来なくなり退職。退職後は地域活動支援センター「ベルエポック」を利用し就職活動を行う。就職活動は当初病気をクローズにしていたが、就職できなかったため病気をオープンにし、就職活動のサポート機関として青明舎を平成19年3月頃から利用している。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在は自宅で両親と本人の3人暮らしをしている。姉は結婚し仙台市内に住んでいるため、お盆・正月に会う程度との事。父は警備会社に勤務しており、朝6時～夜19時まで勤務しているとのことで「父とはあまり話さない」と話している。母は居酒屋を経営している。


平成21年8月10日　担当：福士　一

	氏　名
	松澤　智則　様
	男・女
	生年月日
	昭和　46年　12月　9日（36歳）


	長期目標（中期・短期）

	①就労訓練を継続し基礎体力を見につける。

②生活リズムを整える（睡眠時間・食事摂取）


	これまでの経過（前回評価H20年6月2日）

	訓練の状況

社会適応訓練実施中

・事業所　　：　㈱貝塚　（豆や小麦粉などの卸売り業者）

・訓練内容　：　清掃（事務室内・廊下・階段の掃除機、水拭きなど、その他雑務）

・訓練日程　：　月・火・木・金　（週４日）

・時　間　　：　１３時３０分～１５時００分　（１時間３０分）

・手当て　　：　８，０００円　（交通費として）

・社会適応訓練期間

Ｈ２０．７．１　　～　　Ｈ２０．１２．３１　（６ヶ月）延長

Ｈ２１．１．１　　～　　Ｈ２１．　３．３１　（３ヶ月）延長

Ｈ２１．４．１　　～　　Ｈ２１．　９．３０　（６ヶ月）延長の申請中

・関係機関　　：㈱貝塚　　　　　協力事業所

松平病院　　　　１回／４週　外来受診

　　　　　　　　ベル・エポック　生活支援

八戸保健所　　　社会適応訓練

　　　　　　　　　青明舎　　　　　就労支援

　　　　　　　　　木戸クリニック　泌尿器科

最近の状況

５／７　　　作業時間を3時間に延長。作業内容も清掃業務以外に工場での作業を実施

５／１５　　体調を崩し、訓練を休んでいる。理由は昼夜逆転であり、原因は夕方の仮眠や眠れないことに苛立っての飲酒、ゲームを朝方まで行いリズムが崩れるなど。その他に父親と喧嘩。
５／２１　　事業者側へは5月いっぱい欠席することを伝え、了解を得ている。今後6/1の訓練再開を目指す事とする。
５／２９　　外来受診し、躁状態の診断。それに伴い処方内容が変更（エビリファイ追加、抗うつ剤減薬）。事業所側へ現在訓練できる状態ではないため、安定するまで休養の指示を受ける。事業所側へ本人の現在の状況を報告し、7月まで就労訓練を欠席する事となる。
６／３　　　臨時で外来受診し、体調が改善されない理由で入院を希望。同日入院。ご本人は、服薬調整が失敗したと、話す。

事業所に説明。
６／２４　　退院

６／２６　　ケース会議「自分の表情が気になる」「口渇」「振戦」が気になるとの事。また、訓練期間が迫っている事や友人と比較し、プレッシャーがあると、話す。訓練復帰まで自宅で生活リズムを整える。
７／６　　　訓練を再開。時間は13:30～14:30の1時間、月・火・木・金の週4日。

訓練内容も前回と同様。前回のケース会議での「口渇」「振戦」などは安定している。緊張のせいか発汗量が多い。本人の希望にて作業の同行を実施。
７／２７　　本人の希望もあり、主治医承諾の上、訓練時間を延長。13:30～15:00。

８月現在、社会適応訓練延長の申請中



	


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①継続して訓練を行なう
	・現在、月・火・木・金の４日間作業を行なっている。１ヶ月に１回、事業所を訪問し作業状況の確認を行なう。

・定期的に本人と関係機関（事業所・保健所・ベルエポック・青明舎）で面談を実施し評価を行っていく。評価は事業所側から行ってもらう。

・清掃業務において、時折腰痛があり、医療機関の受診や自分なりに腰に負担がかからないようしているが、負担になるようであれば、事業所に説明し、作業の変更を視野に面談を実施。

・仕事を覚えていく中で自信を付けていき、最終的には週5日通えるように体力をつける。
・友人との比較や訓練期間が迫っている事がプレッシャーになり作業時間の大幅な延長などを希望するが、就労の目的、目標を明確にするとともに体力、病状をみながらスモールステップで行うよう説明する。
	　3ヶ月 

	②生活リズムの安定
	・外来日の前日や日中に寝ている為、睡眠時間が不規則になることがある為、睡眠時間を設定する。

・日中の活動をウォーキングするなどし、体力作りと生活リズムの安定を図る。

・深夜の番組を好み、特にF１を2時頃まで視聴している事がある為、作業に支障がでないようビデオで録画するなど、睡眠時間の確保をアドバイス。

・「口渇」に伴い過度の飲水があるとの事で、過度の飲水は服薬の効果が薄くなる事を説明。適度な飲水を勧める。

・家族の方へも仕事をする上での必要性を説明し、睡眠状況や食事について必要な際は声掛けをして頂く。

・本人の異変が生じた場合はベルエポックへ連絡し情報提供する。

・ベルエポックからも情報を収集と、提供を行い本人の情報を共有する。
	　3ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸






貞男氏（65）


警備会社勤務








トミ子氏（62）


居酒屋経営








本人











仙台市在住（39歳）


アルバイト勤務








